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����� �を通る直線�P�の直線�O�と放物線�&：\ �[ �によって囲まれる領域の

面積を6�とする。6�の最小値、およびそのときの�P�の値を求めよ。

②の補足プリント
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ポイント B - α 30 より 、 B - α=城4m + 12 関係 と呼んでいます ?

放物線と 直線が 2 交点で 交 わり 、 囲まれる領域 の 面積は
よって 、 S =式- 4m + 12 )
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式公式で立式 する (求める )
。

文字係孫数 の2 次方程式 の 2 解は αβとおいて 、 解 と係数の関係を 利用
、
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より

あるいは 、

の
β を 判別式D を 用いて表すのがよい 。

Sは望とき 最り、 値K
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Y こつで

{ Y = mx - m + 3 より
、

0 よって
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く * ) の 2 解 をの
β し Cβ ) とおくと 、 解 と係数の関係より

、

の +β= m 、 の β= m - 3 である 。
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より 、
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.

”
{ 1 mx - m + 3 ) - x 9 dx ロが 最り 、 のとき 、 S は 最 となる

。
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したがって
、

D = Lm - 20 + 8 より 、Sはとき最り、 値非
3 ザ
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